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論文 調 査 委 員 教 授 塚本洋太郎 教 授 深 海 浩 教 授 瀧 本 敦
論 文 内 容 の 要 旨
球板アイリス (ダッチ ･アイリス)は促成され,切花として多く用いられており･アメリカ,オランダ
などでも多数の研究が発表されているが,球根の休眠を深く掘 り下げて研究したものは少ない｡著者は球










た｡この場合 CEPA が最も効果があり,続いて GA,BA の順序であったo
(4) 低温に長 く貯蔵した球板からメタノールで抑制物質を抽出し,酢酸エチル可溶性酸性分画と中性分

















ミノ ジーフェニールアミンによるチ トクローム酸化酵素の反応が最も鋭敏に受けた高温程度と平行 して現
われた｡









者はイソプロパノール :アンモニア ･水(10.･1:1,Ⅴ/v)の展開剤を用いたペーパークロマ トグラフィー
とアべナその他の生物試験を併用することを標準手法としている｡酸性分画をこの方法で分離,検定して
現われるインヒビターβは休眠と深い関係をもち,中性分画は休眠に関係がないとしていたが,著者は中
性分画に抑制物質が現われることをつきとめ, カラムクロマ トグラフィー, ガスクロマ トグラフィー,
IR,NMR,MSなどの分析法を駆使して,飽和脂肪酸がいくつか存在し,ABA と共助的に作用して休眠
を誘導することを明らかにし,ABA だけで解決されなかった点をときほぐした｡また飽和脂肪酸の炭素
数と抑制程度の関係も明らかにした｡
さらに,貯蔵中の球根のジベレリン･レベルが温度に関係なく,貯蔵齢と共に高まること,高温処理が
ABA や脂肪酸の減少を促す原因であることなどを詳細に調べ,高温を受けた球根はチ トクロム酸化酵素
反応が著しく高まることを明らかにして,球根の調節物質の状況を間接的に判定する途を開いた｡これら
の諸点も高く評価できよう｡
以上のようにこの論文は,球根アイリスの休眠を植物生長調節物質の立場から追求し,多 くの新知見を
与えたもので,園芸学,植物生理学に貢献するところが大である｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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